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QueryShare: 音楽の探索的検索のためのクエリを検索・推薦可能なインタ
フェース

濱崎 雅弘 後藤 真孝 ∗

概要. 本稿では，音楽の探索的検索のためのクエリを検索・推薦可能なインタフェース QueryShare を提
案する．音楽コンテンツや動画コンテンツなどのメディアコンテンツは，テキストコンテンツ以上にユーザ
が適切なクエリを作成するのが難しく，対象コンテンツをよく知る熟練ユーザでないと，コンテンツのメ
タデータや特徴量を駆使して複雑なクエリを作成し検索するのは困難である．本研究では，熟練ユーザが
作成したクエリを共有し一般ユーザでも利活用できる新しい検索インタフェースを提案する．提案インタ
フェースではクエリの検索・推薦，さらに再編集が可能になっており，音楽の探索的検索が可能になる．

1 はじめに

本研究では，属性検索の検索結果をプレイリスト
として利活用する方法を提案する．属性検索とは，
属性の値を指定することで，それに対応する特徴を
持つアイテムを検索する方法である．属性検索は検
索クエリの工夫によって，ユーザにとって価値のあ
るプレイリストが容易に作成できる．音楽定額配信
サービス等ではヒットチャートや作品一覧はどちら
もよく利用されるプレイリストであるが，週間ヒッ
トチャートは「公開時期が先週の楽曲を，再生回数
の降順でソート」した結果であり，あるアーティス
トの作品一覧は「作者がそのアーティストである楽
曲を，公開時期の昇順でソート」した結果である．さ
らに，アノテーション整備や音楽情報処理技術の発
展により，音楽のメタデータはどんどん充実してき
ており，属性検索を利活用することでユーザは様々
なプレイリストを作成することができるようになっ
ている．しかし，メタデータが充実すれば様々な属
性検索が可能になる一方で，それらの属性がどのよ
うなものか，どのような検索パラメータが良いのか，
といった知識がより多く求められるようになり，検
索クエリ作成の難度が上がる．一般に情報検索にお
いて多くのユーザは複雑なクエリを作りこまないこ
とが指摘されているが [1]，実際，多くのユーザは属
性検索を利活用してプレイリスト作成をするといっ
たことを行っていない．
一方で，現在，特に音楽に関連したCGM（Con-

sumer Generated Media，消費者生成メディア）現
象 [11] の広がりにより，自分が知らない多くのクリ
エータたちが膨大なコンテンツを日々生み出してい
る状況にある．このような新しい音楽コンテンツ空
間においては，まだ評価されていない音楽コンテン
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ツが数多く眠っているため，ユーザが能動的に音楽
コンテンツを探索することに価値がある．しかし前
述のとおり，検索クエリの作成は容易ではない．そ
こで本研究では作成した検索クエリを共有すること
で問題の解決を図る．
本研究では，音楽の探索的検索を実現するために，

検索クエリの作成を直接的に支援するのではなく，
ユーザが作りこんだ貴重な「知的資源」である検索
クエリを共有して活用する新しい検索インタフェー
ス QueryShare を提案する．これにより，大多数の
ユーザは，自分では作成が困難であった，熟練ユー
ザによって作りこまれたクエリを利用することがで
きる．熟練ユーザもまた，他の熟練ユーザのクエリ
を利用したり，クエリ修正の参考にしたりすること
で，自らの探索的検索を充実させることができる．
音楽コンテンツの探索的な検索が困難である理由

の一つは，多くのユーザにとって，音楽コンテンツ
の検索はテキストコンテンツ検索以上に，適切なク
エリの作成が困難もしくは手間がかかるからである．
例えば「良さげな新曲を探したい」という情報要求
に対して「公開日が 7日前以降で，お気に入り登録
数が 10件以上」というクエリが，「○○みたいなピコ
ピコ系のサウンドで中性的な歌声の曲を探したい」
という情報要求に対して「○○と音響特徴ベクトル
の距離が 0.2未満で，『テクノ』または『エレクトロ』
というタグがついて，歌声男女度が 0.4から 0.6の間
にある曲」というクエリが思いつくのは容易ではな
い．検索対象となるコンテンツおよびそのメタデー
タや特徴量を熟知しているユーザにしか難しく，ま
た，そのようなユーザにとっても簡単な作業ではな
い．様々な音楽検索・推薦技術 [8][4]が提案されて
いるが，これらはユーザに複雑なクエリを作らせる
ことなく音楽コンテンツ発見を支援するアプローチ
であり，ユーザがリッチなメタデータや特徴量を駆
使して探索的に検索 [5]する，検索クエリを作りこ
むような検索行動を支援対象としていない．
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図 1. 従来の検索モデルと提案する検索モデル

音楽検索に限らず情報検索分野において，数多く
のクエリ作成支援技術が研究されている．一部の手法
では他のユーザのクエリログを利用しており [2][6]，
間接的にクエリ共有を行っている．しかし大多数の
ユーザが利用するのは，スペルミス修正や追加キー
ワード候補提案にとどまっており，複雑なクエリの
作成にはつながっていない．複雑なクエリを適切に
作るためにはユーザにある程度の知識と手間を求め
ることは不可避であり，それゆえに大多数のユーザ
に複雑なクエリ作成を行ってもらうというのは本質
的に難しいといえる（図 1-a）．
一方，QueryShareでは，一部の熟練ユーザが作っ

た複雑なクエリを他のユーザと共有することで，結
果的に全てのユーザが複雑なクエリを利活用できる
（図 1-b）．クエリ共有のためのクエリの検索・推薦
は，クエリのパラメータの類似性を用いて検索・推
薦を行うアプローチと，クエリの検索結果の類似性
を用いて検索・推薦を行うアプローチとの，二つに
より実現する．我々は，Web上で公開されている音
楽コンテンツを対象に QueryShare のプロトタイ
プシステムをすでに実装した．
本稿の構成は以下のとおりである．第 2章にて本

研究が提案する新しい検索インタラクションについ
て説明し，第 3章では提案する検索インタラクショ
ンを実現するための技術的課題とその解決方法につ
いて述べる．第 4章では提案手法を音楽コンテンツ
に適用したプロトタイプシステムを紹介する．第 5
章にて関連研究および発展可能性について議論し，
第 6章にて本稿をまとめる．

図 2. クエリページのスクリーンショット

2 QueryShare: 音楽の探索的検索のため
の検索・推薦インタフェース

QueryShare は一般にクエリ作成が困難なメディ
アコンテンツ検索におけるクエリを共有し，検索・推
薦を可能にする（図 1-(b)）．本章では，QueryShare
の概要とQueryShareが提供する新しい検索インタ
ラクションについて説明する．

2.1 概要

QueryShare ではユーザが作成したクエリは，そ
れを用いてコンテンツ検索を行い検索結果を得られ
るだけでなく，クエリページとして他のユーザと共
有される．図 2はQueryShareにおけるクエリペー
ジのスクリーンショットである．クエリページは，コ
ンテンツを検索するための検索パラメータだけでな
く，他のユーザがこのクエリを発見できるよう，ク
エリのタイトルや説明文なども持つ．つまりクエリ
ページは，検索意図の説明（メタデータ），検索パ
ラメータ，検索結果，さらにはこのクエリページと
関連する他のクエリページ一覧からなるコンテンツ
（Webページ）としてユーザ間で共有される．
クエリページのメタデータや検索パラメータはい

つでも再編集可能である．また，あるクエリページ
の検索パラメータをコピーした新しいクエリページ
（派生クエリページ）を作成し，編集することも可能
である．そのようにして作成されたクエリページは
全てユーザ間で共有される．ユーザは検索や推薦に
よってクエリページを見て回り（クエリブラウジン
グ），必要としていたコンテンツを見つけたり，そ
のようなコンテンツを発見するためのクエリを見つ
けたりすることができる．
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2.2 提案する検索インタラクション

本節では，ユーザが QueryShare を利用する際
の一連の振る舞いについて述べる．QueryShare で
は，検索パラメータを駆使してクエリを作成できる
熟練ユーザと，それが容易ではない一般ユーザの二
種類のユーザがいることを想定している．
一般ユーザの利用シナリオの一例を以下に述べる．

「あるユーザが新着曲を聴きたいと思い，『公開日で
降順ソート』を検索パラメータとするクエリを作っ
た．これではたくさんの曲が適合しすぎるが，どの
ように絞り込みをすればよいかがわからない．する
と公開日での降順ソートに加え，再生回数やマイリ
スト数の調整で注目曲を上手く抽出したクエリが推
薦された（検索パラメータに基づくクエリの推薦）．
推薦されたクエリページにある曲を聴いてみたとこ
ろ，良さそうな新着曲が検索結果に入っていた．ま
さに作りたかったクエリであり，今後の新曲チェッ
クに使おうと思った．さらに同じ曲が検索結果に含
まれるクエリが推薦された（検索結果に基づくクエ
リの推薦）．推薦されたクエリページを見てみると，
男女度を用いたクエリであった．先ほど見つけて気
に入った新着曲のいくつかは，男女度が 0.3以下と
いう検索パラメータでうまく見つけられるらしい．
過去に公開されて見逃していた自分好みの曲が，男
女度とマイリスト数を使えば見つかるかもしれない．
早速，新しいクエリを作ってみよう．」以上のように，
不完全なクエリの作成を始点として，希望するクエ
リの発見，さらには新しいクエリ生成のための知識
が獲得される．
熟練ユーザは一般ユーザと異なり，自ら適切なク

エリを作成可能であるが，自分がよく知らないコン
テンツ領域においては一般ユーザと同等のメリット
を享受できる．また，他の熟練ユーザのクエリを参考
にして自らのクエリを改善したり，他人のクエリを
改変して再利用したりすることで，より良いクエリ
を作成することができる．オープンソースやCGM
において見られるように，作成したクエリが他の人
に利用されたり評価されたりすることで作成意欲が
わき，より良いクエリが生み出される可能性もある．
これは検索インタラクションの共有化・オープン化
によって生じるメリットである．

3 QueryShare の実現方法

QueryShare では，ユーザが作りこんだ検索クエ
リをクエリページとして共有し活用可能にすること
で，音楽コンテンツの探索的検索を可能にする．こ
れを実現するためには，ユーザによるクエリページ
の作成，他のユーザによるクエリページの発見，ユー
ザによるクエリページの利用，ができなくてはなら
ない．本章ではそれぞれがQueryShare においてど
のように実現されるのかを述べる．

図 3. クエリエディタのスクリーンショット

3.1 クエリページの作成

図 3にクエリページ編集画面のスクリーンショッ
トを示す．検索パラメータは数多くあるため，熟練
ユーザであってもクエリの作成は容易ではない．そ
こでQueryShareのクエリエディタには二つのクエ
リ作成支援機能がある．

各適合条件の適合コンテンツ数の表示 クエリが複
数の条件の組み合わせで作られている場合，厳しす
ぎる条件を入れると適合するコンテンツがなくなっ
てしまう．よってユーザは条件に適合するコンテン
ツがどの程度かを見積もりながら条件設定していく
ことが望ましい．QueryShareでは各条件単独での
適合コンテンツ数と，各条件を一つだけ取り除いた
場合の適合コンテンツ数とを表示する（図 3）．これ
により絞り込みすぎている条件や，逆に絞り込みに
貢献していない条件を容易に見つけることができる．

コンテンツ集合からの検索パラメータの自動生成 マ
イリストやプレイリストなどの形式で自身が関心の
あるコンテンツリストを持っていることはよくある．
QueryShareでは，マイリスト等に登録されたコン
テンツが検索結果に含まれるような適合条件を自動
的に生成する．具体的には，リスト内のコンテンツ
が持つ属性値から最大値と最小値を抽出し，検索パ
ラメータの値とする．ユーザは生成された検索パラ
メータを初期値とし，値を修正することで目的とす
るクエリの作成が行える．

3.2 クエリページの検索

キーワードによるクエリページ検索 キーワード検
索によりクエリ検索を行う．各クエリにはタイトル，
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説明文，タグなどが付与されており，これを手がかり
にクエリページを検索する．例えば「男女度が 0.45
以上 0.55以下，再生回数が 1万回以上」という検
索パラメータを持つクエリに「中性的な歌声の注目
曲」というタイトルが付いていれば，ユーザは「中
性的」という語でこのクエリを見つけられる．
男女度や再生回数でどの値を取ったときに「中性

的」「注目曲」といえるかは自明でない．このような
問題は Semantic Gap と呼ばれるが，QueryShare
はソーシャルアノテーションにより解決する．

検索パラメータによるクエリページ検索 クエリを構
成する検索パラメータを指定することで，クエリ検
索を行う．検索パラメータを十分に適切に作りこむ
ことができれば，そのクエリを用いてコンテンツを
検索することができるが，それは容易ではない．そ
こで断片的にパラメータを指定することで，そのパ
ラメータ設定に近いクエリを検索することができる．

コンテンツによるクエリページ検索 検索結果に含
まれてほしいコンテンツを指定することで，クエ
リ検索を行う．コンテンツをクエリとして入力する
Query by Exampleと近いが，コンテンツ検索のた
めにコンテンツを入力するのではなく，クエリ検索
のためにコンテンツを入力している点が異なる．
こうして見つけたクエリは，入力に用いたコンテ

ンツと関連性があるコンテンツを発見するのに役立
つだけでなく，検索パラメータを見ることで，どの
ようなクエリを作成すれば目的のコンテンツを見つ
けられるかを知る手がかりになる．

3.3 クエリページの推薦

検索パラメータによるクエリページ推薦 クエリで用
いる検索パラメータの類似性に基づいてクエリペー
ジを推薦する．検索パラメータは再生数や作曲者 ID，
男女度など様々で類似度合いを単純比較できない．
そこで各検索パラメータの類似度は指定範囲の重複
の有無だけを利用し，重複のある検索パラメータが
より絞り込みに寄与しているかどうかに基づいて推
薦する．例えば「2008年に公開された，○○さんが
歌っている動画」というクエリは後者の方が絞り込
みが強いため，「2010年に公開された，○○さんが
歌っている動画」といったクエリが推薦される．

コンテンツによるクエリページ推薦 検索結果の類
似性をもとに，クエリページ推薦を行う．現在アク
セスしているクエリページと似た検索結果が得られ
るが，検索パラメータが異なるクエリページが推薦
される．「2008年に公開された，歌手が○○さんの
動画」というクエリに対して，「作曲者が○○さんの
動画」「タグ○○がついた動画」といった，同じコン
テンツが検索結果に含まれるが異なる検索パラメー
タを使ったクエリが推薦される．これはユーザが関

心を持つコンテンツの新しい特徴（作曲者が○○さ
ん，タグ○○がついている）への気づきとなり，新
しいクエリの作成のきっかけを作る．

3.4 クエリページの利用

ユーザはクエリページ（図 2）でクエリ検索結果
を確認したり，検索結果である音楽コンテンツを実
際に視聴したりすることができる．クエリページ推
薦を利用してクエリブラウジングすることもできる．
希望に近いクエリページを見つけたら，そのままプ
レイリストとして使うだけでなく，派生クエリペー
ジを作成しさらに自分好みに改変する使い方もある．

4 プロトタイプシステム

4.1 対象データセット

プロトタイプシステムでは，対象コンテンツとし
て動画コミュニケーションサイト「ニコニコ動画 1」
にて公開されている，ユーザが歌唱した音楽コンテ
ンツ（歌ってみた動画）を対象とする．対象コンテ
ンツは毎日 100作品以上のペースで作成され，しか
も楽曲や歌手もさまざまであるため，ユーザがコン
テンツを探すのは容易ではない．多くのユーザは公
開時期やタグなどで絞り込み，再生回数やマイリス
ト数などのランキングを利用して新しいコンテンツ
と出会う．このように，対象コンテンツは様々な条
件でコンテンツを検索できるクエリの共有が求めら
れているドメインであるといえる．
我々はこのような音楽コンテンツの中から，特に

歌声合成ソフトウェアVOCALOIDのオリジナル楽
曲を歌唱したものを収集した．収集した音楽コンテ
ンツは論文執筆時点では 363,518件，歌手は 64,774
人，楽曲は 13,138曲，作曲者は 3,514人である．対
象となる音楽コンテンツには表 1 のようなメタデー
タが付与されている．対象コンテンツは，オリジナ
ル楽曲そのものも動画として投稿されているので，
楽曲動画に対するメタデータと歌ってみた動画に対
するメタデータの両方が存在する．さらに表 2 のよ
うな楽曲や歌声に関する音響的特徴量 [3]も自動推
定して用いる．

4.2 検索パラメータ

検索パラメータは大きく分けて 3種類ある．膨大
なコンテンツの中から適合するコンテンツを指定す
るための適合条件，コンテンツの並び順を示す並べ
替え条件，共通性のあるコンテンツをまとめる集約
条件，である．それぞれSQLにおけるWHERE句，
ORDER BY句，GROUP BY句に近い．
一般にWeb検索では，ユーザはキーワードをク

エリとして入力し，キーワードの有無でコンテンツ
が選択，キーワードとの関連度により順序付け，さ
1 http://www.nicovideo.jp
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表 1. 対象コンテンツに付与されたメタデータの例

名前 メタデータの説明
歌手 ID 歌手の ID
タグ コンテンツにつけられたタグ
再生回数 コンテンツが再生された回数
作曲者 ID 原曲の作曲者の ID
楽曲投稿日 原曲動画が投稿された日時
楽曲タグ 原曲動画につけられたタグ

表 2. 対象コンテンツから自動推定される特徴量の例

名前 特徴量の説明
歌声の男女度 歌声の男声/女声らしさ
楽曲の音響特徴量 楽曲の曲調

らに同じサイトや同じ内容のページは一つの検索結
果にまとめられる．つまりキーワードだけで適合条
件・並べ替え条件・集約条件を入力したことになる．
これはユーザの負荷を下げる方向のクエリ設計であ
るといえる．対して本研究のアプローチは複雑なク
エリを作成可能にし共有することであるため，三つ
の条件それぞれを入力可能にする（図 3）．
プロトタイプシステムが扱うクエリでは，適合条

件には表 1および表 2で示したようなメタデータ・
特徴量を用いる．例えば再生回数やコメント数であ
れば上限値と下限値を指定し，この範囲内にある音
楽コンテンツだけが適合コンテンツとみなされる．
集約条件は，「同じ歌手の動画を出さない」のように
重複しているものを除外することができる．

4.3 システム構成

QueryShareのプロトタイプシステムはWebア
プリケーションのインタフェースとして実装した．
ユーザはWebブラウザを用いてシステムにアクセ
スし，QueryShareを介してクエリを作成しコンテ
ンツを検索したり，クエリの共有・検索・推薦をし
たりできる．音楽コンテンツの収集と特徴量の抽出
は，音楽視聴支援サービス Songrium [10] と能動的
音楽鑑賞サービス Songle [13] が，それぞれ収集・
抽出したものを用いた．また，実際に音楽コンテン
ツを視聴する際には Songrium が提供するプレイリ
スト再生機能を利用した．

5 議論

本章では，QueryShareが提案する明示的に多数
のクエリを共有することの意義について，ユーザから
見た場合と，コンテンツから見た場合から議論する．

5.1 マイリスト共有 vs クエリページ共有

ユーザがお気に入りの楽曲を登録したマイリスト
を共有する機能は，多くのサービスで提供されてい

る．クエリページ共有は，検索結果という形でプレ
イリストが生成され，それがユーザ間で共有される
ため，マイリスト共有と似ている．しかし異なるの
は，マイリストはユーザが選択したコンテンツの列
挙（集合の外延的記述）であるのに対し，クエリは
選択されるべきコンテンツの集合の中に共通する特
徴の列挙（集合の内包的記述）だという点と，マイ
リストは持ち主であるユーザが作成するが，クエリ
ページは共同編集や派生クエリページ作成を介して
複数ユーザで作成が可能な点である．
これらの違いは，(1) 日々新たに生み出される大

規模コンテンツへの対応力，(2) ユーザのコンテン
ツ発見力強化への発展性，という点において差が生
じる．マイリストはユーザによるコンテンツの列挙
であるため，持ち主であるユーザがメンテナンスを
しない限り，日々増え続けるコンテンツに対応でき
ない．一方でクエリページは定義された条件を用い
ることで新しいコンテンツにも自動的に対応するこ
とができる．また，マイリストでは，なぜそれが選
ばれたかがわからないため，作成したユーザ以外は
それを拡張する手段をもたない．一方でクエリペー
ジであれば，共有したユーザは検索パラメータとい
う形でコンテンツの選択基準がわかるため，自身に
よる新しいコンテンツ集合の作成に役立てられる．

5.2 価値最大化コンテキスト

コンテンツが置かれる文脈（コンテキスト）は，コ
ンテンツの価値を高める力を持つ [12]．QueryShare
のクエリページは，適合条件や並び替え条件によっ
てコンテンツが置かれるコンテキストを作りだして
いるといえる．このようにして作られたコンテキス
トは，以下の 2つの点でコンテンツの価値向上に寄
与できると考えられる．
一つは，アノテーションとしてのコンテキストで

ある．これはEコマースサイトでよく見られる「○
○年度○○部門販売個数第 1位！」といった文言に
似ている．「○○年度」「○○部門」「売上個数」とい
うコンテキストにおいて 1位であるという事実を可
視化することが，ユーザから見たそのコンテンツの
魅力を増す．
もう一つは，クリエータに対する創作の指針とし

てのコンテキストである．例えば「タグ○○が付い
た楽曲の男女度 0.8以上の歌ってみた動画の中でマ
イリスト数が 1位」であることがわかれば，「タグ○
○が付いた楽曲」「男女度 0.8以上」「マイリスト数」
というコンテキストに自身のコンテンツクリエータ
としての強み（他に対する優位性）があると気づく
ことができ，今後の創作に活かすことができる．

QueryShareによって数多くのクエリページが共
有されることは，コンテキストの数を増やすことに
他ならない．クエリページ共有はユーザに情報検索
の選択肢を増やすだけでなく，数あるコンテンツそ
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れぞれの価値を高めるコンテキスト（価値最大化コ
ンテキスト）を増やすことにもつながる．

6 おわりに

本稿では，コンテンツ検索のためのクエリを検索・
推薦可能なインタフェース QueryShareを提案した．
QueryShare はクエリの検索と推薦とを可能にする
ことで，ユーザ間のクエリの共有を実現する．これ
により単に複雑なクエリを用いた検索が利用できる
だけでなく，類似する他のクエリを試したり（クエ
リブラウジング），クエリを再編集したりといった，
探索的な検索も可能にする．
今後はプロトタイプシステムの一般公開を行い，

ユーザからのフィードバックをもとにクエリ検索・
推薦手法の改良を行う．さらに，提案する新しい検
索インタラクションの分析も進めたい．
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未来ビジョン

D. Weinberger は専門家ではなく人々が作
り上げた Folksonomyによる情報の分類の未
来を説いた [9]．知の権威によって整理された
情報しか流通できなかったのが，インターネッ
トの登場によって変わった．E. Pariser はパー
ソナライズされ便利になった検索や推薦によっ
て私たちは小さなバブルの中に閉じこもってい
ると指摘した [7]．十分にクエリを作り込まず，
大半を検索エンジンに任せている限り，我々は
小さなバブルの中で検索・推薦システムが整理
した情報を得るだけになるだろう．
Webは単なるコンテンツ置き場所ではなく，
新しいコンテンツが生まれ育つ場所である．
ユーザはコンテンツを消費すると共に，暗に
陽にフィードバックをし，コンテンツに新しい
価値を付与する．つまり，ユーザによるコンテ
ンツの発見と鑑賞は生産活動（創造的消費）で

ある．しかしそこに能動性が伴わなければ創
造的消費にはならない．検索・推薦システムに
盲従している限り，ユーザが生み出すフィード
バックは，それらが規定した「このコンテンツ
は人気」「このコンテンツはこういう人に好か
れる」という価値を再生産するだけである．だ
が一方で，日々増加する膨大なコンテンツを前
にして，個人ができることには限界がある．
Folksonomyが見せた可能性は，情報の分類
を民主化したことにある．権威に委ねるので
はなく，個人が別々にやるのでもなく，人々の
社会的な営みにより分類を実現した．クエリ
共有も情報の分類を民主化するものである．た
だし，コンテンツ一つ一つにタグを付与する
という外延的な分類ではなく，コンテンツを分
類する条件を皆で作り上げるという内包的な
分類の民主化である．本研究を発展させるこ
とで人々の創造的消費を支え，Webをより豊
かなコンテンツ空間とすることに寄与したい．


